
JP 2004-512671 A5 2005.1.27

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 17年 1月 27日 (2005.1.27)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2004-512671(P2004-512671A)
【 公 表 日 】 平 成 16年 4月 22日 (2004.4.22)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2004-016
【 出 願 番 号 】 特 願 2001-584440(P2001-584440)
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ｈ ０ １ Ｇ    7/00   
   Ｈ ０ １ Ｇ   17/00   
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｈ ０ １ Ｇ    7/00          Ｚ
   Ｈ ０ １ Ｇ    4/40    ３ ２ １ Ｚ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 11月 26日 (2002.11.26)
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【 請 求 項 １ 】
コ ン デ ン サ で あ っ て 、
基 板 ；
前 記 基 板 に 固 定 し た 第 一 導 電 層 と 、
前 記 第 一 導 電 層 の 一 部 分 に 固 定 し た 誘 電 層 と 、
前 記 基 板 に 固 定 さ れ 、 且 つ 、 前 記 第 一 導 電 層 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た ア ン カ 部 分 と 自 由 部
分 と を 含 む 第 二 導 電 層 を 備 え 、 前 記 第 二 導 電 層 内 の 応 力 プ ロ フ ァ イ ル が 前 記 自 由 層 を 前 記
基 板 か ら 離 し て 偏 ら せ 、
前 記 第 二 導 電 層 に 印 加 し た 静 電 気 力 が 前 記 自 由 部 分 を 前 記 第 一 導 電 層 の 方 に 移 動 さ せ 、 そ
れ に よ っ て コ ン デ ン サ の 静 電 容 量 を 増 や す こ と を 特 徴 と す る コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の コ ン デ ン サ で あ っ て 、
前 記 第 一 導 電 層 上 に 堆 積 し た 誘 電 層 を 備 え る も の で 、 前 記 誘 電 層 が 前 記 自 由 部 分 と 前 記 第
一 導 電 層 の 間 に 実 質 的 に 広 が る こ と を 特 徴 と す る コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の コ ン デ ン サ で あ っ て 、
前 記 第 一 導 電 層 の 前 記 第 一 部 分 の 先 端 が 先 細 に な る こ と を 特 徴 と す る コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の コ ン デ ン サ で あ っ て 、
前 記 第 二 導 電 層 が 複 数 の 個 別 に 間 隔 を 介 し た 導 電 層 を 備 え 、 各 第 二 導 電 層 が 前 記 誘 電 層 に
固 定 さ れ た ア ン カ 部 分 と 自 由 部 分 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】
可 変 コ ン デ ン サ を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
基 板 上 に 導 電 材 料 の 第 一 層 を 堆 積 し 、
前 記 第 一 導 電 層 の 一 部 分 上 に 電 気 絶 縁 材 料 で 形 成 し た リ リ ー ス 層 を 堆 積 し 、
前 記 リ リ ー ス 層 の 少 な く と も 一 部 分 上 に 導 電 材 料 の 第 二 層 を 堆 積 し 、
前 記 第 二 層 の 自 由 部 分 を 前 記 リ リ ー ス 層 か ら 解 放 す る よ う に 前 記 リ リ ー ス 層 の 一 部 分 を 前



記 第 二 層 の 下 で ア ン ダ カ ッ ト エ ッ チ ン グ す る も の で 、
前 記 第 二 層 の ア ン カ 部 分 が リ リ ー ス 層 に 固 定 し て 残 り 、
前 記 第 二 導 電 層 内 の 固 有 応 力 プ ロ フ ァ イ ル が パ タ ー ン 形 成 第 二 層 の 自 由 部 分 を 前 記 リ リ ー
ス 層 か ら 離 し て 偏 ら せ 、
前 記 第 一 導 電 層 と 前 記 第 二 層 の 間 に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る と 、 前 記 自 由 部 分 の 静 電 気 力
が 前 記 自 由 部 分 を 前 記 第 一 導 電 層 の 方 に 曲 げ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 コ ン デ ン サ を 形 成 す
る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
前 記 リ リ ー ス 層 と 前 記 第 一 導 電 層 の 間 に 誘 電 層 を 堆 積 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 方 法 。
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